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新型コロナウイルス対策と在宅勤務

• 女性の活躍には仕事と家庭の両立が重要
– なかでも柔軟な働き方が重要

– 長時間労働を抑えること、働く時間や働く場所が柔軟になること

– 働き方改革には様々な障壁があった
• 生産性が低下する

• 在宅勤務はそもそも不可能・・・

– 緊急事態宣言で強制的に在宅勤務を含む働き方改革の実施
• オンライン会議を含む様々なオンラインツールの強制的経験

• 思い込みの影響の大きさ

• 在宅勤務に向く仕事、性格、職場環境が明らかに
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柔軟な働き方

• 労働時間を柔軟にしたり、働く場所を自由にしたりす
ることのメリット
– 育児・介護・教育・治療との仕事の両立

– 男女間格差の縮小

– これは女性だけではなく、男性にとってもメリット

– 企業にとってはイノベーションの促進
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時間の柔軟性を高めるような
仕事の構造や賃金体系にする必要性

• 男女間賃金格差は、縮小傾向にあるが、先進国で
あってもまだ格差があるのは事実。

• ハーバード大学のクラウディア・ゴールディン教授
は、労働時間の柔軟性のなさが男女間賃金格差
の大きな理由だと指摘。
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長時間労働ほど賃金が高くなる職業で
男女間賃金格差が大きい
特に営業職でその傾向
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柔軟性のない職業ほど男女間格差大
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男女間格差が大きい職業特性

• 仕事の締め切りがきつい

• 仕事をするためには他人と一緒にする必要がある

• 他人との協力関係の形成と持続が必要

• 本人に課題や優先順位や目標の設定の自由度がなく仕事が割り当
てられている

• 上司の監督のもとでしか仕事ができず自分で自由に意思決定ができ
ない
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柔軟な働き方を普及させる

• 高賃金の職業である弁護士や営業関連の仕事では、
労働時間が長くなるとそれ以上のスピードで年収が
増える

• 薬剤師、科学者、技術者では、柔軟性があるため、男
女間賃金格差は小さい

• 女性が活躍するには、労働時間を柔軟にしても問題
がないような働き方を普及させる必要

• この動きは、男性と女性のゼロサムゲームではなく
て、両者とも得をする
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在宅勤務の経済学

• 生産性にプラスの可能性
– 贈与交換：リモートワーク(RW）を企業が提供することは、企業から労働者への

贈与と労働者がみなし、それに応えようと努力する
– RWはファミリーフレンドリーな文化を企業で促進し、仕事と家庭の葛藤を減ら

すことで仕事のモチベーションと満足度を高める→能力の高い労働者の採用と
定着に貢献→生産性上昇

– CSRの一環：長期的な利益を目指す、経営者の向社会性の証→労働者のモチ
ベーションが高まることに報いる

• マイナスの影響
– RWがコストを引き上げる
– ピア効果を減らし、チーム生産を減らす
– 労働者の努力をうまくコントロールできなくなる
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中国の旅行代理店での実験

• ９ヶ月間、自宅で働ける従業員
を募集→自宅かオフィスをランダ
ムに割付け

• 自宅で働いた労働者の生産性
が１３％上昇

• ９％は労働時間の上昇（休憩と
病気休暇の減少）、４％は時間
当たりの電話時間増加。

• 仕事満足度と定着率の上昇。生
産性の割には昇進率が低下

• 自宅で仕事をする権利を全社展
開
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テレワークの生産性効果

• リモートワークは、平均的には２％ほ
ど生産性を引き下げる

• ただし、そのマイナスの効果は５０人
以下の小企業で発生。中規模では生
産性を４％程度引き上げる。２５０人
以上の企業規模では無関係

• 産業別ではサービス業でマイナス
• 労働者の技能レベルが低い企業でマ

イナス
• 研究開発活動をしている企業でRW

は４％程度のプラス、していない企業
で３％程度のマイナス。
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アメリカにおける研究

• 通勤男性よりも在宅勤務男性の
方が満足度が高い

• 在宅勤務がストレスを増加させ
る
– 在宅勤務は通勤時間が減ること

で疲れが減るというメリットと、終
わっていない仕事を職場から持ち
帰って家で仕事をするというデメ
リット
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日本の製造業B社の在宅勤務

• 製造業B社の従業員に対し、人事部が緊急事態宣言の時期
について在宅勤務に関するアンケートを実施（回収数約
4000）

• 在宅勤務の利用日数、在宅勤務で対応可能割合、私生活の
充実度の変化、ストレスの変化、業務効率の変化、在宅勤務
の環境、性格特性（ビッグ５）、育児・治療との両立へ役立っ
ている程度
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在宅勤務に慣
れるのは？

14



在宅勤務の
利用日数
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業務の何割
が在宅で可

能？
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在宅勤務で私
生活の充実
度の変化
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在宅勤務でス
トレスの減少

は？
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在宅勤務で
業務に費や
す時間は？
生産性向上で時

間短縮
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在宅勤務で業
務効率は？
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まとめ
• 在宅勤務で効率があがるのは、勤勉性が高い人、経験

への開放性が高い人
• 若年層は在宅勤務にすぐに慣れるが、在宅勤務ででき

る仕事が少なく、生産性が向上しにくい。高年齢層は
逆。

• 在宅勤務は子育て、治療との両立に効果的。生産性向
上、長時間労働の抑制。ストレス軽減。

• 在宅勤務が普及するには、上司の利用、自宅での環境
整備が重要
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